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市
で
は
毎
年
、
市
内
９
河
川
、
13

カ
所
で
河
川
水
の
測
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。

水
質
汚
濁
の
原
因
は
「
工
場
や
事

業
場
か
ら
の
排
水
」
と
「
家
庭
か
ら

の
生
活
雑
排
水
」
が
主
な
も
の
で
す

が
、
工
場
・
事
業
場
の
排
水
規
制
や

下
水
道
の
整
備
に
よ
り
、
改
善
さ
れ

て
い
ま
す
。

河
川
の
汚
れ
を
示
す
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
水

中
の
汚
物
を
分
解
す
る
た
め
に
微
生

物
が
必
要
と
す
る
酸
素
の
量
。
値
が

大
き
い
ほ
ど
水
質
汚
濁
は
著
し
い
）

の
値
は
表
１
の
よ
う
に
な
り
、
環
境

基
準
を
お
お
む
ね
満
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
部
の
河
川
で
は
未
規

制
の
小
規
模
事
業
場
か
ら
の
排
水
や

下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
な
い
家
庭

か
ら
の
生
活
雑
排
水
に
よ
る
水
質
汚

濁
が
見
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
水
質
が
良
く
な
っ
て
い
て

も
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
弁
当
が
ら
な
ど

の
ご
み
の
散
乱
に
よ
っ
て
、
環
境
悪

化
が
進
む
河
川
も
あ
り
ま
す
。
ご
み

は
上
流
か
ら
下
流
へ
と
流
れ
て
た
ま

る
た
め
、
下
流
域
の
住
民
は
大
変
困



っ
て
い
ま
す
。

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
、
不
法
投
棄
は

違
法
行
為
で
す
の
で
、
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
市
内
一
カ
所
で
雨
の
酸

性
度
と
降
下
ば
い
じ
ん
（
大
気
中
に

排
出
さ
れ
た
ス
ス
な
ど
の
ば
い
じ
ん

の
う
ち
、
比
較
的
粒
が
大
き
く
、
降

下
し
て
く
る
も
の
）
の
調
査
を
実
施

し
て
い
る
ほ
か
、
市
内
３
カ
所
で
二

酸
化
窒
素
（
化
石
燃
料
の
燃
焼
に
よ

り
発
生
す
る
気
体
。
酸
性
雨
や
光
化

学
ス
モ
ッ
グ
の
原
因
の
一
つ
）
を
ガ

ス
パ
ッ
ク
法
で
測
定
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
鳥
栖
市
を
含
め
、
広
い

地
区
で
表
２
の
よ
う
に
、
酸
性
雨

（
化
石
燃
料
な
ど
の
燃
焼
で
生
じ
る
硫

黄
酸
化
物
や
窒
素
酸
化
物
な
ど
が
大

気
中
で
反
応
し
て
生
じ
る
硫
酸
や
硝

酸
な
ど
を
取
り
込
ん
で
生
じ
る
と
考

え
ら
れ
る
、
pH
５
・
６
以
下
の
酸
性

度
の
強
い
雨
）
の
降
水
が
み
ら
れ
ま

す
。ま

た
、
降
下
ば
い
じ
ん
に
つ
い
て

は
、
表
３
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

特
別
に
悪
い
値
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
酸
化
窒
素
に
つ
い
て
は
表
４
の

よ
う
に
環
境
基
準
の
１
時
間
値
の
１

日
平
均
値
の
０
・
０
４
〜
０
・
０
６

ｐ
ｐ
ｍ
の
ゾ
ー
ン
内
ま
た
は
そ
れ
以

下
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
環

境
基
準
値
以
下
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
と
市
環
境
保
全
協
議
会
で
は
市

民
の
皆
さ
ん
の
力
強
い
協
力
の
下
、

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

年
に
４
回
清
掃
美
化
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

毎
回
た
く
さ
ん
の
参
加
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ん
の
ご
参
加
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

な
お
、
平
成
16
年
度
清
掃
美
化
活

動
の
実
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。







税
金
は
納
期
内
に
納
め
る
こ

と
が
原
則
で
す
。

し
か
し
、
災
害
、
病
気
、
事

業
の
廃
止
な
ど
、
特
別
な
事
情

で
納
期
内
に
全
額
を
納
税
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
、
一
定
の
期
間
を

限
度
と
し
て
納
め
る
時
期
を
延

ば
し
た
り
、
分
割
し
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
●
税
務
課
管
理
収

納
係
（
1
85
・
３
５
８
７
）

納
税
者
が
、
表
の
要
件
に
該

当
し
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す

場
合
は
、
市
税
が
減
免
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
場

合
は
、
納
期
限
の
７
日
前
ま
で

に
、
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請

書
を
税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
年
度
の
途
中
で
申
請

を
す
る
場
合
は
、
納
期
が
過
ぎ

て
い
な
い
税
額
分
の
み
減
免
と

な
り
、
す
で
に
納
期
が
過
ぎ
て

い
る
税
額
に
つ
い
て
の
減
免
は

で
き
ま
せ
ん
。

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以

上
）
で
、
表
の
要
件
に
該
当
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
に
は
、
減
免
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
し
、
減
免
さ
れ
る
保
険

料
は
、
納
期
が
過
ぎ
て
い
な
い

も
の
に
限
り
ま
す
。

国
民
年
金
加
入
者
が
表
の
要

件
に
該
当
し
、
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、

申
請
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料

の
全
額
ま
た
は
半
額
が
免
除
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
17
年
度
分
（
７
月
か
ら

来
年
６
月
）
の
免
除
を
希
望
す

る
人
は
、
７
月
か
ら
８
月
ま
で

に
申
請
書
を
提
出
し
て
下
さ

い
。
ま
た
、
平
成
16
年
度
分
の

免
除
申
請
は
受
付
日
の
前
月
か

ら
の
分
を
７
月
ま
で
受
け
付
け

ま
す
。

災
害
で
著
し
い
被
害
を
受
け
る
、
生
活
保
護
法
に

よ
る
扶
助
を
受
け
る
な
ど
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合

に
は
、
そ
の
状
況
に
応
じ
て
、
税
等
の
減
免
・
免
除

な
ど
の
措
置
が
あ
り
ま
す
。

申
請
に
よ
っ
て
、
納
付
時
期
を
延
ば
し
た
り
、
分

割
し
て
納
め
た
り
、
あ
る
い
は
減
免
や
免
除
な
ど
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
各
担
当
係
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



任
期
満
了
に
伴
う
鳥
栖
市
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
が
７
月
３

日
（
日
）
に
告
示
さ
れ
、
７
月

10
日
（
日
）
に
投
票
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

農
家
の
皆
さ
ん
に
は
大
切
な

選
挙
で
す
。
大
切
な
一
票
を
忘

れ
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。
詳
し

く
は
、
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
1
85
・
３
５
０
７
）
へ
。

【
１
】
委
員
の
定
数

（
１
）
選
挙
に
よ
る
委
員
…
20

人（２
）
農
業
協
同
組
合
、
農
業

共
済
組
合
お
よ
び
土
地
改
良
区

が
そ
れ
ぞ
れ
推
薦
し
た
理
事
ま

た
は
組
合
員
…
３
人

（
３
）
市
議
会
の
推
薦
し
た
学

識
経
験
者
…
４
人
以
内

【
２
】
選
挙
区
と
定
数

◆
第
１
選
挙
区
（
鳥
栖
・
鳥
栖

北
・
麓
・
旭
）
＝
12
人

◆
第
２
選
挙
区
（
田
代
・
若

葉
・
基
里
）
＝
８
人

【
３
】
選
挙
権
の
あ
る
人

（
１
）
市
内
に
居
住
す
る
20
歳

以
上
（
平
成
17
年
３
月
31
日
現

在
）
の
人
で
、
10
ア
ー
ル
以
上

の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
人

（
２
）（
１
）
の
人
と
同
居
し
て

い
る
20
歳
以
上
の
親
族
ま
た
は

そ
の
配
偶
者
で
、
１
年
間
を
通

じ
て
お
お
む
ね
60
日
以
上
農
地

を
耕
作
し
て
い
る
人

※
い
ず
れ
も
市
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て

い
る
人
に
限
り
ま
す

【
４
】
立
候
補
の
届
出

立
候
補
の
届
出
は
、
告
示
日

（
７
月
３
日
）
に
選
挙
長
へ
届

け
出
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

会
場
は
市
役
所
３
階
大
会
議
室

で
、
時
間
は
午
前
８
時
半
か
ら

午
後
５
時
ま
で
で
す
。

【
５
】
期
日
前
投
票

投
票
日
に
仕
事
や
病
気
、
レ

ジ
ャ
ー
な
ど
の
事
情
で
投
票
所

へ
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
見

込
ま
れ
る
人
は
、
前
も
っ
て
期

日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

と
　
き
●
７
月
４
日
（
月
）
か

ら
７
月
９
日
（
土
）
ま
で
、
午

前
８
時
半
〜
午
後
８
時

と
こ
ろ
●
市
役
所
１
階
第
２
会

議
室

【
６
】
不
在
者
投
票

長
期
旅
行
中
の
人
や
市
外
に

滞
在
中
の
人
は
、
郵
便
な
ど
で

「
不
在
者
投
票
請
求
書
兼
宣
誓

書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

市
選
挙
管
理
委
員
会
に
投
票
用

紙
等
の
請
求
を
す
れ
ば
滞
在
地

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投
票
が

で
き
ま
す
。

手
続
き
に
日
数
が
か
か
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
同
委
員
会
事

務
局
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
立
候
補
届
出
説
明
会

と
　
き
●
６
月
20
日
（
月
）
午

前
10
時
〜

と
こ
ろ
●
市
役
所
２
階
第
１
会

議
室

鳥
栖
や
ま
び
こ
研
修
団
で

は
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成

を
目
的
に
、
愛
・
地
球
博
が

開
か
れ
て
い
る
愛
知
県
へ
少

年
少
女
を
派
遣
し
ま
す
。

と
　
き
●
８
月
21
日
（
日
）

か
ら
23
日
（
火
）
ま
で

と
こ
ろ
●
愛
知
県

参
加
資
格
●
小
学
３
年
生
か
ら

中
学
生
ま
で
の
児
童
・
生
徒

で
、
事
前
研
修
会
に
参
加
で
き

る
人

募
集
人
員
●
一
般
団
員
35
人
程

度
、
リ
ー
ダ
ー
（
高
校
生
以
上
）

若
干
名
※
先
着
順

参
加
費
●
小
学
生
４
万
３
０
０

０
円
、
中
学
・
高
校
生
４
万
４

０
０
０
円

申
し
込
み
●
往
復
は
が
き
に
①

住
所
②
氏
名
③
電
話
番
号
④
性

別
⑤
生
年
月
日
⑥
年
齢
⑦
学
校

名
⑧
学
年
⑨
保
護
者
名
を
記

入
・
押
印
の
上
、
同
事
務
局

（
〒
８
４
１
―
０
０
０
５
鳥
栖

市
弥
生
が
丘
５
丁
目
２
８
８
番

地
　
松
隈
孝
司
方
1
83
・
３
１

９
２
）
へ

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

は
、
地
域
に
お
け
る
相
談
・
支

援
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け

て
活
動
す
る
同
委
員
は
、
各
町

区
に
１
〜
４
人
、
市
内
に
１
３

７
人
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課

（
1
85
・
３
５
５
３
）
へ
。

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
、

各
町
区
の
区
長
さ
ん
と
も
協
力

し
、
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

◆
老
人
福
祉
・
生
活
問
題
・
子

ど
も
の
教
育
な
ど
で
悩
ん
で
い

る
人
は
、
ま
ず
、
自
分
の
町
区

の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご

相
談
く
だ
さ
い

◆
相
談
無
料
。
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談

く
だ
さ
い

昨年の鳥栖やまびこ北海道研修団

地域福祉の推進役、民生委員・児童委員、区長さ
ん（各地区の会長）



フ
ッ
ペ
ル
の
ピ
ア
ノ
を
通
じ
て

交
流
し
て
い
る
、
ド
イ
ツ
・
ツ
ァ

イ
ツ
市
か
ら
実
科
学
校
の
学
生

（
13
〜
17
歳
）
ら
十
二
人
が
鳥
栖
市

を
訪
れ
ま
し
た
。

一
行
は
市
内
の
一
般
家
庭
に
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
し
、
座
禅
に
陶
芸
、

書
道
、
茶
道
な
ど
日
本
文
化
を
体

験
。
市
内
の
中
学
校
も
訪
問
し
、

ク
ラ
ブ
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
日

本
の
学
生
生
活
の
一
端
を
経
験
し
、

鳥
栖
の
中
学
生
と
親
交
を
深
め
ま

し
た
。

十
八
日
に
は
、
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥

栖
で
フ
ッ
ペ
ル
の
ピ
ア
ノ
と
「
対

面
」。
学
生
ら
は
、
訪
問
前
の
事
前

研
修
で
フ
ッ
ペ
ル
の
ピ
ア
ノ
に

ま
つ
わ
る
戦
争
悲
話
な
ど
の
歴

史
を
学
習
し
て
い
る
た
め
か
、

鳥
栖
と
ツ
ァ
イ
ツ
と
の
交
流
の

き
っ
か
け
と
な
っ
た
ピ
ア
ノ
を

感
慨
深
く
眺
め
て
い
ま
し
た
。

中
央
公
民
館
で
十
九
日
に
行

わ
れ
た
日
本
文
化
体
験
で
は
、

書
道
と
茶
道
に
挑
戦
。
書
道
体

験
で
は
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、

「
ツ
ァ
イ
ツ
」「
ト
ス
」
と
書
い

た
後
、
書
道
の
先
生
に
「
自
分

の
名
前
を
書
き
た
い
」
と
リ
ク

エ
ス
ト
。
先
生
に
書
い
て
も
ら
っ

た
お
手
本
を
元
に
、
自
分
の
名
前

を
丁
寧
に
書
き
上
げ
ま
し
た
。

ア
ン
ニ
カ
・
フ
ッ
ク
ス
さ
ん

（
13
歳
）
は
「
今
後
も
文
通
を
し
て
、

こ
の
出
会
い
を
一
生
大
切
に
し
た

い
で
す
」
と
目
を
潤
ま
せ
ま
し
た
。

市
民
と
サ
ガ
ン
鳥
栖
サ
ポ
ー
タ

ー
を
対
象
に
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム
を

無
料
開
放
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
二

回
目
。
二
日
間
で
家
族
連
れ
な
ど

約
四
百
五
十
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
内
に
は
ミ
ニ
サ
ッ

カ
ー
ゲ
ー
ム
や
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
体
験
な
ど
四
つ
の
コ
ー
ナ
ー

が
設
け
ら
れ
、
参
加
者
は
、
き
れ

い
に
整
備
さ
れ
た
天
然
芝
の
上
で

思
い
っ
き
り
遊
び
ま
し
た
。

か
め
棺
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
を
制
作
し
た
陶
芸
家

松
尾
伊
知
郎
さ
ん
（
立
石
町
）
ら

が
出
席
し
、
市
制
五
十
周
年
記
念

事
業
の
「
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
」
封

印
式
が
市
役
所
の
市
民
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

応
募
総
数
は
六
百
八
十
五
通
で
、

カ
プ
セ
ル
の
中
に
は
未
来
の
自
分

や
家
族
、
友
達
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

や
写
真
な
ど
が
投
か
ん
さ
れ
ま
し

た
。

書道に挑戦。「ツァイツ」「トス」
と見事に書き上げました

交流のきっかけとなったフッペルのピアノ
を弾く学生と、演奏に耳を傾ける訪問団



花
や
緑
で
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
に

し
よ
う
と
、
第
十
七
回
花
の
日
行

事
が
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
と
都
市
広

場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
が
昨
年
ま
で
の
市
役
所
か

ら
、
JR
鳥
栖
駅
に
程
近
い
会
場
へ

変
更
。
市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が

詰
め
掛
け
、
花
の
ス
ケ
ッ
チ
大
会

や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
教
室
、
フ
ラ
ワ

ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
な
ど
花

や
緑
に
ち
な
ん
だ
催
し
を
楽
し
み

ま
し
た
。

九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
建

設
工
事
の
う
ち
、
三
工
区
の
合
同

安
全
祈
願
祭
が
下
野
町
の
鳥
栖
下

野
BL
現
場
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

幸
津
町
字
西
中
野
か
ら
下
野
町

字
五
郎
丸
地
内
に
お
け
る
延
長
三

千
二
十
ｍ
の
橋
り
ょ
う
お
よ
び
高

架
橋
工
事
で
、
平
成
二
十
二
年
度

末
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

祈
願
祭
に
出
席
し
た
牟
田
秀
敏

市
長
ら
が
工
事
の
安
全
を
祈
願
し

て
、
く
わ
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

■ヤマメの放流
市内のボランティア団体が４月24日、

御手洗の滝など３カ所で約１万匹のヤマメ
の稚魚を放流。参加者は「戻ってきてね」
と願いながら稚魚を川に流しました。



「
出
場
が
決
ま
っ
た
と
き
は
、

う
れ
し
い
反
面
、
日
本
代
表
と

し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
成
績
を

残
さ
ね
ば
と
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
ま
し
た
」

市
内
の
造
園
会
社
に
勤
務
す

る
造
園
技
術
者
。

五
月
二
十
五
日
か
ら
四
日

間
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
開
か
れ

た
「
技
能
五
輪
国
際
大
会
」
の

造
園
部
門
に
県
内
で
初
め
て
出

場
し
ま
し
た
。
昨
年
十
月
に
岩

手
県
で
開
か
れ
た
全
国
大
会
で

銀
賞
を
獲
得
。
金
賞
受
賞
者
が

二
十
二
歳
以
下
と
い
う
国
際
大

会
の
年
齢
制
限
に
掛
か
り
、
代

わ
り
に
出
場
権
を
得
ま
し
た
。

そ
も
そ
も
技

能
五
輪
国
際
大

会
と
は
、
各
国

の
青
年
技
能
者

の
職
業
訓
練
の

振
興
な
ど
を
目

的
に
、
二
年
に
一
度
開
催
。
種

目
も
「
溶
接
」「
建
築
大
工
」

な
ど
多
彩
で
、
日
本
か
ら
は
三

十
二
種
目
に
三
十
六
人
が
出
場

し
ま
し
た
。

造
園
部
門
に
は
十
二
カ
国
の

代
表
が
参
加
。
二
人
一
組
で
制

限
時
間
二
十
二
時
間
以
内

に
、
七
ｍ
四
方
の
区
画
に
石

や
花
な
ど
を
使
っ
て
、
共
通

課
題
を
仕
上
げ
ま
す
。

前
山
さ
ん
と
ペ
ア
を
組
む

の
は
、
小
林
圭
造
さ
ん
（
佐

賀
市
）。
二
人
は
高
志
館
高

校
緑
地
土
木

科
の
同
級
生

同
士
で
、
息

は
ぴ
っ
た
り

で
す
。

ト
レ
ー
ニ

ン
グ
は
、
今
年
の
二
月
か
ら

週
四
日
、
佐
賀
市
で
行
わ
れ
、

こ
こ
三
カ
月
間
は
仕
事
を
返

上
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

出
場
前
に
前
山
さ
ん
は
「
立

ち
止
ま
っ
て
、
じ
っ
く
り
見
て

も
ら
え
る
よ
う
な
作
品
を
作
り

上
げ
た
い
。
世
界
大
会
に
は
強

敵
ば
か
り
が
出
場
し
ま
す
が
、

造
園
部
門
初
の
金
メ
ダ
ル
獲
得

を
目
指
し
頑
張
り
ま
す
」
と
力

強
く
誓
っ
て
い
ま
し
た
。

鳥
栖
を
離
れ
て
四
十
年
。
仕

事
柄
、
海
外
出
張
が
多
く
、
今

ま
で
に
た
く
さ
ん
の
外
国
を
訪

れ
ま
し
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
で
は
イ
グ
ア
ス
の

滝
を
見
て
番
所
川
を
偲
び
、
パ

リ
の
凱
旋
門
で
地
下
か
ら
展
望

台
ま
で
階
段
を
上
っ
た
と
き
は

杓
子
ヶ
峰
に
登
っ
た
苦
し
さ

を
、
マ
ニ
ラ
や
コ
ロ
ン
ボ
な
ど

の
発
展
途
上
国
の
都
市
を
訪
ね

た
と
き
は
、
私
が
幼
き
こ
ろ
の

日
本
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
行
く
先
々
で
、

無
意
識
の
う
ち
に
鳥
栖
と
の
類

似
点
を
探
し
て
い
る
自
分
が
い

て
、
私
の
心
に
安
ら
ぎ
を
与
え

て
く
れ
ま
す
。

日
本
人
に
対
す
る
外
国
人
の

認
識
と
い
え
ば
、「
世
界
で

英
語
が
一
番
下
手
」「
目
が

細
い
」「
誰
か
の
悪
口
を
言

う
」「
決
し
て
自
分
を
変
え

よ
う
と
は
し
な
い
」
な
ど
…
。

い
さ
さ
か
悲
し
い
評
価
で
す

が
、
現
実
で
す
。

私
が
古
里
・
鳥
栖
の
皆
さ

ま
に
期
待
し
た
い
の
は
、
豊
か

な
自
然
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中

で
視
野
の
広
い
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
考
え
を
持
っ
た
人
格
を
育
ん

で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ

と
、
歴
史
あ
る
町
で
古
き
良
き

も
の
と
新
し
い
も
の
を
調
和
さ

せ
た
素
晴
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り

と
町
お
こ
し
が
近
い
将
来
見
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

佐
賀
県
の
鳥
栖
で
は
な
く
、

日
本
の
鳥
栖
に
な
れ
る
よ
う
な

画
期
的
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
若
い

方
に
出
し
て
い
た
だ
き
、
素
晴

ら
し
い
変
貌
を
遂
げ
て
く
だ
さ

れ
ば
、
鳥
栖
で
成
長
期
を
過
ご

し
た
自
分
た
ち
を
、
さ
ら
に
誇

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。 前山さんが勤務する会社の敷地に造った「課題」



五
月
二
十
一
日
、
江
島
町
の

久
野
　
子
さ
ん
宅
で
、
バ
ラ
鑑

賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

久
野
さ
ん
は
、
自
宅
の
庭
に

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
、
オ

ー
ル
ド
ロ
ー
ズ
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
ロ
ー
ズ
な
ど
約
二
百

二
十
本
を
栽
培
し
て
い

る
バ
ラ
の
愛
好
家
。

「
死
ん
だ
父
や
母
に

こ
の
バ
ラ
を
見
せ
て
や

り
た
か
っ
た
」
と
言
う

久
野
さ
ん
。

そ
れ
な
ら
、
ぜ
ひ
旭

地
区
の
お
年
寄
り
た
ち

に
見
せ
て
ほ
し
い
と
思

い
、
久
野
さ
ん
に
お
願

い
し
た
の
が
、
こ
の
企

画
の
始
ま
り
で
す
。

企
画
を
進
め
る
う

ち
に
、「
マ
リ
ン
バ
を
演
奏

し
ま
し
ょ
う
か
」「
お
茶
の

お
手
伝
い
を
し
ま
し
ょ
う

か
」「
駐
車
場
を
提
供
し
ま

し
ょ
う
」
な
ど
と
、
い
ろ
ん

な
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
買

っ
て
出
て
く
れ
ま
し
た
。
悲
惨

な
事
件
が
次
々
と
起
こ
る
昨
今

で
す
が
、「
世
の
中
ま
だ
ま
だ
、

捨
て
た
も
の
で
は
な
い
な
あ
」

と
し
み
じ
み
実
感
し
た
も
の
で

す
。少

々
脱
線
し
ま
し
た
が
、
本

題
に
移
り
ま
す
。

さ
て
、
当
日
で
す
が
、
訪
れ

た
人
は
市
内
外
か
ら
約
百
人
。

新
緑
映
え
る
中
、
見
事
に
咲
き

誇
る
、
久
野
さ
ん
自
慢
の
バ
ラ

を
眺
め
な
が
ら
、
お
い
し
い
抹

茶
と
お
菓
子
で

一
時
の
安
ら
ぎ

を
感
じ
て
い
た

だ
け
た
と
思
い

ま
す
。

友
人
七
人
と
参
加
し
た
坂
下

典
子
さ
ん
（
藤
木
町
）
は
「
た

く
さ
ん
の
バ
ラ
の
花
に
囲
ま

れ
て
お
茶
を
頂
き
、
ぜ
い
た

く
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
初
め
て
見
る

バ
ラ
も
多
く
て
大
感
激
で

す
」
と
話
し
、
満
足
し
て
い

た
だ
い
た
様
子
で
し
た
。

シ
ニ
ア
ネ
ッ
と
す
は
、
シ
ニ

ア
の
た
め
の
生
涯
学
習
教
室
を

行
っ
て
い
る
団
体
で
す
。

今
年
の
四
月
に
設
立
さ
れ
た

ば
か
り
で
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
に

は
、
現
在
、
市
内
の
四
十
歳
代

か
ら
七
十
歳
代
男
女
合
わ
せ
て

二
十
六
名
が
所
属
し
て
い
ま

す
。パ

ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
る
け

れ
ど
わ
か
ら
な
い
の
で
ほ
と
ん

ど
使
っ
て
い
な
い
と
い
う
人
、

パ
ソ
コ
ン
を
趣
味
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
人
な
ど
が
集
ま
っ

て
楽
し
く
勉
強
で
き
れ
ば
、
と

始
め
ま
し
た
。「
こ
こ
に
来
る

と
ほ
っ
と
す
る
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
な
場
所
に
し
た
い
で
す

ね
。パ

ソ
コ
ン
教
室
は
、
毎
週
水

曜
日
午
後
一
時
か
ら
三
時
、
三

時
か
ら
五
時
ま
で
中
央
公
民
館

で
開
き
、
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
画
像
・
ビ
デ
オ
編
集

な
ど
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。

同
じ
よ
う
な
年
齢
の
人
が
集

ま
っ
て
い
る
の
で
、
気
兼
ね
す

る
こ
と
な
く
、
和
気
あ
い
あ
い

と
パ
ソ
コ
ン
の
勉
強
が
で
き
る

と
こ
ろ
が
、
こ
の
教
室
の
魅
力

で
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
森
下
（
1

84
・
７
３
３
７
）
へ
。

◆
紹
介
者
は
森
下
靖
代
さ
ん

（
上
の
写
真
前
列
目
右
か
ら
三

番
目
）
で
す
。

自宅のバラ園を開放して
くださった久野　子さん



ド
イ
ツ
文
化
を
体
験
し
よ
う

と
、
市
や
鳥
栖
青
年
会
議
所
、

県
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
振
興
協
議
会

で
構
成
さ
れ
た
「
キ
ッ
カ
ー
実

行
委
員
会
」
で
は
、
ド
イ
ツ
の

代
表
的
な
テ
ー
ブ
ル
サ
ッ
カ
ー

ゲ
ー
ム
「
キ
ッ
カ
ー
」
の
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
を
開
き
ま
す
。

参
加
者
全
員
に
、
当
日
開
催

の
「
サ
ガ
ン
鳥
栖
VS
徳
島
ヴ
ォ

ル
テ
ィ
ス
」
の
観
戦
チ
ケ
ッ

ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

参
加
資
格
●
中
学
生
以
上
の

２
人
１
組
（
定
員
は
96
組
で

先
着
順
）

と
　
き
●
６
月
25
日
（
土
）、

受
け
付
け
は
午
後
２
時
〜
同

３
時
。
午
後
４
時
か
ら
試
合

開
始

と
こ
ろ
●
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム

（
受
け
付
け
は
ス
タ
ジ
ア
ム
北

ゲ
ー
ト
前
広
場
。
雨
天
決
行
）

参
加
料
●
１
人
５
０
０
円

申
し
込
み
方
法
●
所
定
の
申
込

用
紙
、
は
が
き
、
Ａ
４
用
紙
に

①
住
所
②
氏
名
③
年
齢
④
連
絡

先
⑤
チ
ー
ム
名
を
記
入
し
、
郵

送
、
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
市
民
協
働
推
進
課

（
〒
８
４
１
―
８
５
１
１
鳥
栖

市
宿
町
１
１
１
８
番
地
1
85
・

３
５
０
８
Ｆ
Ａ
Ｘ
83
・
３
３
１

０

Ｅ
メ
ー
ルkyoudou-

josei@
city.tosu.lg.jp

）
へ

申
込
期
間
●
６
月
６
日
か
ら
同

20
日
ま
で
（
当
日
消
印
有
効
）

市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
▽
久
保
勝
利
（
江
島

町
、
亡
母
フ
ミ
エ
）
▽
大
島
ヱ

ミ
カ
（
村
田
町
、
亡
夫
俊
文
）

▽
益
田
勲
（
宿
町
、
亡
父
榮
益
）

▽
西
田
幸
治
（
養
父
町
、
亡
母

ス
ミ
エ
）
▽
原
秀
樹
（
同
、
亡

母
ア
キ
エ
）
▽
村
山
ミ
チ
エ

（
河
内
町
、
亡
夫
久
吉
）
▽
大

嶌
親
登
（
牛
原
町
、
亡
母
ミ
チ

エ
）
▽
今
村
裕
人
（
加
藤
田
町
、

亡
母
久
子
）
▽
宮
原
八
重
子

（
古
賀
町
、
亡
夫
信
）
▽
小
森

英
治
（
田
代
本
町
、
亡
姉
愛
彌

子
）
▽
古
賀
道
治
（
曽
根
崎
町
、

亡
父
正
治
）
▽
佐
藤
弥
末
男

（
神
辺
町
、
亡
義
母
ハ
リ
エ
）

▽
寺
崎
誠
（
今
町
、
亡
父
定
夫
）

市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
▽
２
０
０
０
円
…
写

真
コ
ン
テ
ス
ト
　
市
内
各
中
学

校
へ
▽
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
６

４
０
本
（
６
万
１
０
０
円
）
…

鳥
栖
保
護
区
保
護
司
会
（
会

長
・
篠
原
覚
）

市
立
図
書
館

へ
▽
児
童
図
書
70
冊
（
11
万
円
）

…
ふ
じ
の
き
動
物
病
院
（
獣
医

師
・
野
瀬
正
勝
）

市
社
会
福
祉

協
議
会
へ
▽
14
万
６
９
２
円

（
福
祉
作
業
所
「
わ
か
ば
」
へ

指
定
）
…
つ
ば
さ
鳥
栖
子
ど
も

ク
ラ
ブ
▽
３
万
円
（
真
心
の
園

へ
指
定
）
…
副
島
守
（
宿
町
）

福
岡
西
方
沖

地
震
災
害
被
災
者
へ
▽
１
０
５

６
円
…
基
里
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
▽
３
９
０
５
円
…
旭
地
区

社
会
福
祉
協
議
会
▽
１
万
２
４

１
６
円
…
田
代
地
区
社
会
福
祉

協
議
会
▽
２
０
０
０
円
…
林
良

子
（
萱
方
町
）
▽
１
９
７
２
円

…
若
葉
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

▽
２
７
１
０
円
…
鳥
栖
北
地
区

社
会
福
祉
協
議
会

８
４

３
１
円
…
博
友
会
▽
１
万
円
…

匿
名
▽
２
６
０
０
円
…
河
内
町

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
地
域
情
報
を
募
集
し

ま
す
。

対
　
象
●
鳥
栖
市
域
で
活
動
し

て
い
る
宗
教
・
政
治
・
営
利

を
目
的
と
し
な
い
団
体
・
個

人
の
紹
介
、
メ
ン
バ
ー
募
集

な
ど
の
情
報

掲
載
場
所
●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
鳥
栖
市
情
報
広
場
」（http://

w
w
w
.city.tosu.lg.jp/infopar

k_index.htm

）

掲
載
期
間
●
１
カ
月
単
位
で
最

長
６
カ
月

掲
載
料
●
無
料

申
し
込
み
●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
鳥
栖
市
情
報
広
場
」
掲
載
ま

た
は
情
報
管
理
課
備
え
付
け

の
申
込
書
を
、
同
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

情
報
管
理
課
（
1
85
・
３
５
１

３
）
へ
。
な
お
、
現
在
情
報
広

場
に
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
人

で
、
引
き
続
き
掲
載
を
希
望
す

る
場
合
は
同
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い

市
で
は
ド
イ
ツ
映
画
を
上
映

す
る「
ド
イ
ツ
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
」

を
開
き
ま
す
。
入
場
無
料
。

当
日
は
、
市
国
際
交
流
員
の

イ
ン
グ
リ
ッ
ト
・
ク
ロ
ー
ト
さ

ん
が
、「
前
語
り
」
と
し
て
東

西
ド
イ
ツ
統
一
の
こ
と
に
つ
い

て
お
話
し
し
ま
す
。

上
映
す
る
映
画
は
、
ド
イ
ツ

で
６
０
０
万
人
を
動
員
し
た
と

い
う
、
２
０
０
３
年
制
作
の

「
グ
ッ
バ
イ
、
レ
ー
ニ
ン
！
」。

ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
れ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
の
に
、
な
ぜ
か

お
母
さ
ん
の
た
め
に
壁
を
作
り

直
す
、
主
人
公
・
ア
レ
ッ
ク
ス

の
笑
い
と
涙
の
奮
闘
記
で
す
。

日
本
語
字
幕
付
き
で
す
の
で

お
気
軽
に
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

と
　
き
●
６
月
16
日
（
木
）
午

後
７
時
〜
同
９
時
半

と
こ
ろ
●
中
央
公
民
館
３
階
第

１
研
修
室

申
し
込
み
●
６
月
８
日
か
ら
10

日
ま
で
に
市
民
協
働
推
進
課

（
1
85
・
３
５
０
８
）
へ

サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖
で
は
、

「
浴
衣
の
着
付
け
教
室
」
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

と
　
き
●
７
月
２
日
（
土
）
・

９
日
（
土
）。
時
間
は
午
後
７

時
〜
同
９
時

と
こ
ろ
●
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥
栖

定
　
員
●
20
人

受
講
料
●
無
料

講
　
師
●
西
依
綾
子
さ
ん
（
あ

じ
さ
い
和
装
学
院
長
）

持
っ
て
く
る
も
の
●
浴
衣
、
帯
、

肌
襦
袢
、
裾
よ
け
、
腰
紐
３
本
、

前
板
、
ス
ポ
ー
ツ
タ
オ
ル
１
枚

（
無
け
れ
ば
タ
オ
ル
２
枚
）

申
し
込
み
●
６
月
19
日
（
日
）

午
前
９
時
か
ら
サ
ン
メ
ッ
セ
鳥

栖
（
1
84
・
２
１
２
１
）
へ

ドイツで人気の「キッカー」



市
は
、
昭
和
61
年
か
ら
平
成

17
年
ま
で
の
20
年
間
に
わ
た
っ

て
、
市
内
の
交
通
遺
児
へ
寄
付

を
行
っ
て
き
た
ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン

労
働
組
合
久
留
米
支

部
鳥
栖
分
会
に
感
謝

状
を
贈
呈
し
ま
し

た
。贈

呈
式
が
５
月
17

日
、
鳥
栖
市
役
所
で

行
わ
れ
、
牟
田
秀
敏

市
長
が
「
長
年
に
わ

た
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
謝
辞
を
述
べ
、
清
水
幸

雄
同
分
会
長
に
感
謝
状
を
手
渡

し
ま
し
た
。

清
水
分
会
長
は
「
車
産
業
に

携
わ
っ
て
い
る
関
係
上
、
不
幸

に
し
て
事
故
に
遭
わ
れ
た
方
の

お
子
さ
ん
に
少
し
で
も
お
役
に

立
て
れ
ば
と
、
鳥
栖
工
場
全
体

で
寄
付
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
引
き
続
き
、

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

第
18
回
市
長
杯
子
ど
も
相
撲

大
会
が
５
月
１
日
、
市
民
相
撲

場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
団
体
戦

に
10
チ
ー
ム
、
個
人
戦
に
65
人

が
出
場
。
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
た
同
大
会
の
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

な
お
、
個
人
戦
、
小
学
４
・

５
・
６
年
生
の
部
の
優
勝
者

は
、
７
月
31
日
に
東
京
で
開
か

れ
る
「
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国

大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。

◆
団
体
戦

優
勝
＝
西
村
道
場
Ａ
、
準
優

勝
＝
真
木
町
Ｂ
、
３
位
＝
神

辺
町

◆
個
人
戦

【
小
学
１
年
生
の
部
】
優
勝
＝

手
島
藍
（
真
木
町
）
準
優
勝

＝
中
嶋
洸
太
（
同
）
３
位
＝

斉
藤
翔
太
（
弥
生
が
丘
）

【
小
学
２
年
生
の
部
】
優
勝
＝
赤

塚
怜
（
弥
生
が
丘
）
準
優
勝
＝

江
島
創
（
西
村
道
場
）
３
位
＝

村
山
竜
弥
（
弥
生
が
丘
）

【
小
学
３
年
生
の
部
】
優
勝
＝
長

野
幹
哉
（
神
辺
町
）
準
優
勝
＝

手
島
広
喜
（
真
木
町
）
３
位
＝

山
内
大
誠
（
弥
生
が
丘
）

【
小
学
４
年
生
の
部
】
優
勝
＝
岡

勇
太
（
西
村
道
場
）
準
優
勝
＝

天
本
睦
三
（
神
辺
町
）
３
位
＝

高
島
駿
三
（
弥
生
が
丘
）

【
小
学
５
年
生
の
部
】
優
勝
＝
空

閑
崇
弘
（
西
村
道
場
）
準
優
勝

＝
天
本
悠
太
郎
（
神
辺
町
）
３

位
＝
牟
田
和
生
（
曽
根
崎
町
）

【
小
学
６
年
生
の
部
】
優
勝
＝
広

尾
翔
太
（
西
村
道
場
）
準
優
勝

＝
田
中
尚
平
（
同
）
３
位
＝
磯

野
佑
介
（
真
木
町
）

市
地
域
振
興
財
団
で
は
、
市

民
プ
ー
ル
の
臨
時
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

対
　
象
●
①
事
務
員
＝
市
内
在

住
者
②
看
護
師
（
准
看
護
師
含

む
）
＝
市
内
在
住
者
で
看
護
師

ま
た
は
准
看
護
師
の
資
格
を
持

っ
て
い
る
人

雇
用
期
間
●
７
月
１
日
か
ら
８

月
31
日
ま
で

勤
務
形
態
●
①
月
20
日
程
度

（
３
勤
１
休
）
②
月
15
日
程
度

（
交
互
勤
務
）
※
勤
務
日
は
指

定
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

勤
務
時
間
●
午
前
８
時
半
〜
午

後
５
時
15
分
、
ま
た
は
午
前
９

時
45
分
〜
午
後
６
時
半

賃
金
（
日
額
）
●
事
務
員
（
准

看
護
師
含
む
）
＝
６
９
３
０
円

▽
看
護
師
＝
７
９
１
０
円

申
し
込
み
●
市
販
の
履
歴
書
に

必
ず
写
真
を
貼
付
し
て
、
６
月

13
日
（
月
）
必
着
で
同
財
団

（
〒
８
４
１
―
０
０
３
４
鳥
栖

市
京
町
８
１
２
番
地
1
81
・
１

３
６
０
）
へ

選
考
方
法
●
書
類
選
考
、
面
接

（
※
６
月
17
日
実
施
予
定
）

結
果
通
知
●
合
否
に
関
係
な
く

全
員
へ
結
果
を
通
知
し
ま
す

「
購
入
す
れ
ば
幸
せ
に
な
る
」

「
今
の
ま
ま
で
は
先
祖
の
た
た

り
で
不
幸
に
な
る
」
な
ど
と
言

っ
て
、
高
額
な
印
鑑
や
壺
、
数

珠
、
仏
具
な
ど
を
買
わ
せ
る
こ

と
が
霊
感
（
開
運
）
商
法
で
す
。

最
近
、
こ
の
商
法
の
被
害
者

か
ら
の
相
談
が
市
に
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
印
鑑
や
壺
が

人
の
悩
み
や
不
安
を
解
消
し
て

は
く
れ
ま
せ
ん
。

特
に
高
齢
者
が
狙
わ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
の
で
、
家
族
や
地

域
で
も
お
声
か
け
を
お
願
い
し

ま
す
。

訪
問
販
売
で
こ
れ
ら
を
契
約

し
た
場
合
、
契
約
書
を
受
け
取

っ
た
日
を
含
め
て
、
そ
の
日
か

ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
で
無
条
件
に
解
約
で

き
ま
す
。

悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
っ
た

場
合
は
、
お
早
め
に
市
民
協
働

推
進
課
（
1
85
・
３
５
７
６
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

財
団
法
人
佐
賀
県
臓
器
バ
ン

ク
で
は
、
臓
器
移
植
医
療
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
「
Ｇ

ｉ
ｆ
ｔ
　
ｏ
ｆ
　
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

移
植
を
受
け
た
子
ど
も
達
の
作

品
展
」
を
次
の
と
お
り
開
き
ま

す
。臓

器
移
植
を
受
け
た
子
ど
も

た
ち
の
感
性
豊
か
な
作
品
30
点

を
展
示
。お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

と
　
き
●
７
月
９
日
（
土
）
か

ら
同
15
日
（
金
）
ま
で
。
時
間

は
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
。
た

だ
し
、
15
日
は
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ
●
市
立
図
書
館

問
い
合
わ
せ
●
同
法
人
（
1
０

９
５
２
・
25
・
６
１
０
１
）

ちびっ子力士が熱戦を展開

感謝状を手にする、清水幸
雄分会長



あ
な
た
の
ア
イ
デ
ア
で
、
す

て
き
な
成
人
式
を
つ
く
り
あ
げ

ま
せ
ん
か
。

市
教
育
委
員
会
で
は
来
年
の

成
人
式
を
企
画
・
運
営
す
る
実

行
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格
●
昭
和
60
年
４
月
２

日
か
ら
同
61
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人
で
、
７
月
か
ら
行
わ
れ

る
月
１
回
の
実
行
委
員
会
に
参

加
で
き
る
人

定
　
員
●
16
人
（
市
内
各
中
学

校
校
区
か
ら
４
人
ず
つ
）

内
　
容
●
平
成
18
年
成
人
式
の

企
画
・
運
営

申
し
込
み
●
同
委
員
会
生
涯
学

習
課
（
1
85
・
３
６
９
４
）
へ

人
事
院
で
は
、
国
家
公
務
員

採
用
3
種
試
験
（
高
校
卒
業
程

度
）を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
付
期
間
●
６
月
21
日
（
火
）

〜
６
月
28
日
（
火
）

受
験
資
格
●
昭
和
59
年
４
月
２

日
（
税
務
区
分
は
昭
和
60
年
４

月
２
日
）
〜
昭
和
63
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
人

第
１
次
試
験
●
９
月
４
日
（
日
）

問
い
合
わ
せ
●
人
事
院
九
州
事

務
局
（
1
０
９
２
・
４
３
１
・

７
７
３
３
）

放
送
大
学
佐
賀
学
習
セ
ン
タ

ー
で
は
、
平
成
17
年
度
第
２
期

教
養
学
部
お
よ
び
大
学
院
の
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

資
　
格
●
教
養
学
部
＝
15
歳
以

上
の
人
▽
大
学
院
＝
18
歳
以
上

の
人
（
い
ず
れ
も
平
成
17
年
４

月
１
日
現
在
）

受
付
期
間
●
６
月
15
日
か
ら
８

月
31
日
ま
で

問
い
合
わ
せ
●
同
セ
ン
タ
ー

（
1
０
９
５
２
・
22
・
３
３
０

８
）

募
集
団
地
●
①
宅
地
＝
弥
生
が

丘
団
地
（
弥
生
が
丘
４
・
５
丁

目
）
33
区
画
▽
く
ら
の
う
え
団

地
（
蔵
上
３
丁
目
）
61
区
画
②

利
便
施
設
等
用
地
＝
弥
生
が
丘

団
地（
弥
生
が
丘
５
・
６
丁
目
）

25
区
画
※
い
ず
れ
も
建
築
条
件

無
し

問
い
合
わ
せ
●
県
住
宅
供
給
公

社
分
譲
課
（
1
０
９
５
２
・

25
・
２
５
２
４
）

６
月
の
市
休
日
救
急
医
療
セ

ン
タ
ー
で
は
次
の
表
の
と
お
り

診
療
し
ま
す
。
診
療
時
間
は
午

前
９
時
〜
午
後
９
時
。

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
（
1

83
・
０
１
１
９
）
へ
。
な
お
、

当
番
医
に
つ
い
て
は
変
更
の
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
「
男
の

料
理
教
室
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

健
康
的
な
料
理
の
基
本
を
全

８
回
コ
ー
ス
で
学
び
ま
す
。

と
　
き
●
７
月
８
日
・
８
月
５

日
・
９
月
16
日
・
10
月
19
日
・

11
月
４
日
・
12
月
14
日
・
１
月

17
日
・
２
月
15
日
、
い
ず
れ
も

午
前
９
時
半
〜
午
後
２
時

と
こ
ろ
●
保
健
セ
ン
タ
ー

定
　
員
●
20
人

参
加
料
●
１
回
２
５
０
円

申
し
込
み
●
同
セ
ン
タ
ー
（
1

85
・
３
６
５
０
）
へ

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
る

「
あ
じ
さ
い
コ
ン
サ
ー
ト
」。
ピ

ア
ノ
の
調
べ
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
午
後
の
ひ
と
と
き
を
ゆ
っ

く
り
と
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

詳
し
く
は
や
ま
び
こ
山
荘

（
1
82
・
５
０
０
５
）
へ
。

と
　
き
●
６
月
12
日
（
日
）
午

後
２
時
〜
（
食
事
は
午
前
11
時

〜
午
後
２
時
半
）

と
こ
ろ
●
や
ま
び
こ
山
荘

料
　
金
●
１
３
０
０
円
（
コ
ン

サ
ー
ト
、
食
事
、
入
浴
付
き
）

６
月
の
よ
ろ
ず
相
談
を
次
の

表
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

会
場
は
い
ず
れ
も
市
役
所
２

階
第
１
会
議
室
。

詳
し
く
は
、
市
民
協
働
推
進

課
市
民
協
働
推
進
係
（
1
85
・

新藤勝也さん雅代さんの長男

勘 太
か ん た

く ん
（１歳、蔵上２丁目）

●両親からひと言
いつもにこにこ笑顔の勘太。
そのまま元気で大きくな～れ！

成
人
式
実
行
委
員

国

家

公

務

員

６
月
の
市
休
日
救
急

医
療
セ
ン
タ
ー
診
療
日

宅
地
等
を
分
譲
し
ま
す

戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に
第
８

回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
戦
没
者

一
人
に
つ
き
額
面
40
万
円
の
国

債
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

同
弔
慰
金
を
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、
今
年
４
月
１

日
現
在
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族

年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い

遺
族
の
う
ち
、
次
の
順
序
に
従

っ
て
最
も
順
位
が
先
の
方
一
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
１
）
弔
慰
金
の
受
給
権
者

（
２
）
戦
没
者
な
ど
の
子

（
３
）
戦
没
者
な
ど
と
生
計
を
と

も
に
し
、
な
お
か
つ
戦
没
者
と

氏
が
同
じ
で
あ
る
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

（
４
）（
３
）
以
外
の
①
父
母
②

孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

（
５
）（
１
）
か
ら
（
４
）
以
外

の
３
親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者

の
死
亡
時
ま
で
１
年
以
上
生
計

を
と
も
に
し
て
い
た
方
に
限
り

ま
す
）

請
求
の
期
限
は
平
成
20
年
３

月
31
日
ま
で
。
期
限
ま
で
に
請

求
し
な
い
と
受
給
で
き
な
く
な

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。詳

し
く
は
、
社
会
福
祉
課

（
1
85
・
３
５
５
３
）
へ
。

６
月
の
よ
ろ
ず
相
談

男
の
料
理
教
室

放
送
大
学
学
生

あ
じ
さ
い
コ
ン
サ
ー
ト



３
５
７
６
）
へ
。

と
　
き
●
毎
週
水
曜
日
、
午
前

９
時
半
〜
午
後
３
時
半

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館
（
第

２
・
４
水
曜
日
は
市
役
所
２
階

第
１
会
議
室
）

相
談
員
●
民
生
委
員
・
児
童
委

員問
い
合
わ
せ
●
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
1
85
・
３
４
５
５
）

市
で
は
次
の
業
者
を
下
水
道

工
事
店
と
し
て
指
定
し
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
下
水
道
課
（
1

85
・
３
５
４
４
）
へ
。

◆
深
町
建
設
（
株
）（
佐
賀
市
水

ヶ
江
５
―
３
―
28
、
４
月
26
日

付
）平

成
18
年
度
県
公
立
学
校
教

員
採
用
試
験
の
受
験
申
込
書
な

ど
を
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
（
1
85
・
３
５
２
０
）
で
配

布
し
ま
す
。

な
お
、
出
願
期
間
は
６
月
14

日
（
火
）
ま
で
で
す
。

今
年
５
月
現
在
で
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
る
人
に
、
市
か

ら
児
童
手
当
現
況
届
の
用
紙
を

６
月
上
旬
に
送
り
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
こ

ど
も
育
成
課
（
〒
８
４
１
―
８

５
１
１
鳥
栖
市
宿
町
１
１
１
８

番
地
1
85
・
３
５
５
２
）
へ
、

６
月
30
日
ま
で
に
郵
送
ま
た
は

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

就
園
前
の
幼
児
を
対
象
に
、

あ
そ
び
の
会
を
開
き
ま
す
。
時

間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら

11
時
半
ま
で
で
す
。

詳
し
く
は
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
小
鳩
園
内
1
84
・
５
１

２
２
）
へ
。

地
域
で
子
育
て
を
支
援
す
る

「
鳥
栖
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ

ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
利

用
・
協
力
会
員
の
養
成
講
座
を

次
の
と
お
り
開
き
ま
す
。

希
望
者
は
６
月
９
日
ま
で
に

社
会
福
祉
会
館
（
1
85
・
３
６

１
６
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
託
児
可
。
男
性
の
受
講
も

歓
迎
し
ま
す
。

と
　
き
●
６
月
11
日
（
土
）
・

同
15
日
（
水
）
・
同
25
日
（
土
）、

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ
●
社
会
福
祉
会
館

受
講
料
●
無
料
（
昼
食
は
各
自

で
準
備
し
て
く
だ
さ
い
）

市
児
童
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次

の
よ
う
な
あ
そ
び
の
教
室
を
開

き
ま
す
。
ど
の
教
室
も
参
加
自

由
で
参
加
無
料
で
す
。

詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
（
社

会
福
祉
会
館
内
1
85
・
３
６
１

６
）
へ
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
あ
そ
び
の
会
」

市
児
童
セ
ン
タ
ー

あ
そ
び
の
教
室

県
公
立
学
校
教
員
採
用
試
験

受
験
申
込
書
な
ど
を
配
布

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出

下
水
道
工
事
店
の
指
定

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の
会
員
養
成
講
座

６
月
の
心
配
ご
と
相
談

基山町民会館では、「100人コンサート」を次のと
おり開きます。詳しくは、同会館（192-1211）へ。
と　き●７月13日（水）午前10時～同11時半
ところ●基山町民会館大ホール
入場料●無料

主演は木の実ナナさん。名作古典落語をベースに
した音楽・喜劇です。
と　き●７月20日（水）午後６時半開場、同７時開
演
ところ●小郡市文化会館
料　金●全席指定4,000円（当日4,500円）
問い合わせ●同会館（172-3737）

筑後川イカダフェスティバルの出場者を次のとお
り募集します。
対　象●小学４年生以上の６人１組
と　き●７月24日（日）
コース●久留米大橋から小森野橋までの約２㎞
部　門●競争の部（①固定②フリースタイル）▽ア
イデアの部
定　員●各30艇
参加料●3,000円（傷害保険料を含む）
申し込み●６月20日（月）までに筑後川イカダフェ
スティバル振興会（131-1717）へ　



■エコマーケット
エコネットとすでは、家

庭で眠っている不用品など

を扱うエコマーケットを開

きます。７月17日（日）午

前10時～午後２時、鳥栖・

三養基西部リサイクルプラ

ザ（みやき町）。出店者も募

集しています。出店料は無

料。応募方法など詳しくは、

同プラザ（194-9313）へ。

■サルサコンサート
６月17日（金）午後７時

開演、市民文化会館。ラテ

ンのリズムに合わせて踊り

ませんか。入場料は900円

（当日1,000円）。詳しくはＮ

ＰＯ法人ぽっぽ・わーるど

（183-7415）へ。

■佐賀県東部合唱祭
６月18日（土）午後１時

半開場、同２時開演、市民

文化会館。詳しくは、佐賀

県東部合唱連盟事務局・高

尾（183-2087）へ。

■さわやかバドミントン
コスモスクラブ会員募集
バドミントンに興味のあ

る主婦の皆さん、さわやか

な汗を流しませんか。初心

者も歓迎。練習は毎週火・

木曜日の午前中、市民体育

館（体育館右側通路を通り

奥のステージ側）。詳しくは、

直接練習会場か、または梁

井（183-6373）へ。

■ふれあい研修会
県子どもクラブ連合会で

は、県内の小学５年生から

中学３年生までを対象に、

ふれあい研修会を行います。

７月16日から18日までの２

泊３日、県黒髪少年自然の

家。参加費は2,500円。定員

50人（先着順）。参加を希望

する人は、６月18日までに

同連合会事務局（〒 840 -

0041佐賀市城内2-8-810952-

24-0602）へ。

高
齢
者
相
談
室
で
は
、
次
の

よ
う
な
求
人
申
し
込
み
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
同
相
談
室

（
1
85
・
３
５
５
６
）
へ
。
決

定
済
み
の
場
合
あ
り
。

◎
倉
庫
内
作
業
（
弥
生
が
丘
）

…
年
齢
不
問
、
時
給
７
３
０
〜

８
５
０
円

◎
製
造
補
助
作
業
（
藤
木
町
）

…
年
齢
不
問
、
時
給
７
０
０
〜

９
０
０
円

◎
清
掃
（
真
木
町
）
…
18
〜
63

歳
、
時
給
６
８
０
円

◎
運
転
手
（
山
浦
町
）
…
年
齢

不
問
、
時
給
７
０
０
円

◎
釣
銭
準
備
・
売
上
集
計
作
業

員
（
曽
根
崎
町
）
…
年
齢
不
問
、

時
給
７
０
０
円

◎
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
店
員

（
基
山
町
）
…
年
齢
不
問
、
時

給
７
０
０
〜
１
０
０
０
円

市
教
育
委
員
会
で
は
「
小
学

生
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
＆
親
子
教

室
」
を
開
き
ま
す
。

参
加
資
格
●
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

＝
市
内
の
小
学
生
。
１
チ
ー
ム

５
人
（
同
じ
学
年
）
で
、
補
欠

は
３
人
ま
で
▽
親
子
教
室
＝
市

内
の
小
学
生
と
保
護
者

と
　
き
●
７
月
30
日
（
土
）
午

前
８
時
受
け
付
け

と
こ
ろ
●
鳥
栖
北
部
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
弥
生
が
丘
）

参
加
料
●
無
料

申
し
込
み
●
７
月
８
日
（
金
）

ま
で
に
同
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
振

興
課
（
1
85
・
３
５
２
２
）
へ

対
　
象
●
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
、

ス
ポ
ー
ツ
愛
好
者
な
ど

と
　
き
●
７
月
２
日
（
土
）
午

前
10
時
〜
正
午
（
受
け
付
け
は

午
前
９
時
半
〜
）

と
こ
ろ
●
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

内
　
容
●
熱
中
症
予
防
と
水
分

補
給
に
つ
い
て

参
加
料
●
無
料

申
し
込
み
●
市
教
育
委
員
会
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
（
1
85
・
３
５

２
２
）
へ
。
当
日
参
加
も
可

と
　
き
●
６
月
18
日
（
土
）
午

前
８
時
半
か
ら
受
け
付
け

と
こ
ろ
●
市
民
公
園
第
２
運
動

広
場
（
市
民
弓
道
場
西
）

競
技
方
法
●
ト
リ
プ
ル
ス
（
60

歳
以
上
、
３
人
）

参
加
料
●
参
加
料
は
１
人
２
０

０
円
（
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
会
員

は
１
０
０
円
）

申
し
込
み
●
６
月
13
日
（
月
）

ま
で
に
市
老
連
事
務
局
（
1

84
・
３
３
９
６
）
へ

教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
17

年
度
地
区
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
下

表
の
日
程
で
開
き
ま
す
。
対
象

は
地
区
住
民
で
参
加
無
料
で

す
。
希
望
者
は
直
接
、
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
同
委
員
会
ス
ポ

ー
ツ
振
興
課
（
1
85
・
３
５
２

２
）
へ
。

住住
民民
スス
ポポ
ーー
ツツ
推推
進進

指指
導導
者者
養養
成成
講講
習習
会会

小小
学学
生生
フフ
ッッ
トト
ササ
ルル

大大
会会
＆＆
親親
子子
教教
室室

友友
・・
遊遊
とと
すす
ペペ
タタ
ンン
クク
大大
会会



三
月
五
日
に
対
ア
ビ
ス
パ
福

岡
の
「
九
州
ダ
ー
ビ
ー
」
で
開

幕
し
た
今
シ
ー
ズ
ン
も
第
一
ク

ー
ル
が
終
了
し
、
第
二
ク
ー
ル

が
始
ま
り
ま
し
た
。

第
十
三
節
時
点
の
成
績
は
、

六
勝
四
分
三
敗
勝
ち
点
二
十

二
。
球
団
史
上
最
高
順
位
の
単

独
二
位
と
な
り
ま
し
た
。
松
本

育
夫
監
督
が
開
幕
前
に
目
標
と

し
て
掲
げ
て
い
た
Ｊ
１
昇
格
の

資
格
の
あ
る
三
位
以
内
に
入
っ

て
き
ま
し
た
。

五
月
二
十
一
日
の
対
ベ
ガ

ル
タ
仙
台
戦
で
は
、
前
節
、

十
一
戦
無
敗
だ
っ
た
首
位
の

京
都
パ
ー
プ
ル
サ
ン
ガ
に
完

勝
し
勢
い
に
乗
る
サ
ガ
ン
鳥

栖
が
、
前
半
の
十
九
分
に
、

ボ
ラ
ン
チ
に
抜
擢
さ
れ
た
高

林
佑
樹
選
手
（
背
番
号
十
九
）

が
遠
目
か
ら
の
シ
ュ
ー
ト
を

決
め
先
制
。
こ
こ
四
試
合
を

無
失
点
に
押
さ
え
て
い
る
守

備
陣
が
、
こ
の
日
も
最
後
ま
で

ゴ
ー
ル
を
守
り
抜
き
、
ベ
ガ
ル

タ
仙
台
に
得
点
を
許
さ
ず
一
対

〇
で
下
し
ま
し
た
。

待
ち
に
待
っ
た
ホ
ー
ム
ゲ
ー

ム
今
季
初
勝
利
に
ス
タ
ン
ド
は

大
歓
声
で
揺
れ
ま
し
た
。

五
月
に
入
っ
て
負
け
な
し
の

サ
ガ
ン
鳥
栖
。
サ
ポ
ー
タ
ー
の

声
援
が
選
手
へ
の
強
い
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
に
な
り
ま
す
。

ス
タ
ジ
ア
ム
で
熱
い
声
援
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

勝
尾
城
の
町
場
で
あ
っ
た
新

町
町
屋
跡
に
は
、片
側
四
十
軒
、

両
側
で
八
十
軒
ほ
ど
の
建
物
が

並
ん
で
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
お
り
、
定
期
的
に
市
が
開
か

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。人

々
が
集
ま
る
こ
の
町
屋
を

過
ぎ
れ
ば
、
い
よ
い
よ
勝
尾
城

の
武
家
の
空
間
に
入
っ
て
い
き

ま
す
。
こ
の
武
家
の
空
間
に
入

る
に
は
、
葛
籠
（
つ
づ
ら
）
城

の
守
り
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

こ
の
守
り
を
破
ら
れ
れ
ば
、

一
気
に
城
下
町
の
中
枢
部
を
蹂

躙
（
じ
ゅ
う
り
ん
）
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
し
た
が
っ
て
葛
籠

城
の
防
備
は
厳
重
を
極
め
た
も

の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

葛
籠
城
は
、
高
取
城
か
ら
南

西
へ
延
び
る
標
高
百
二
十
六
ｍ

の
尾
根
上
に
造
ら
れ
て
い
る
山

城
で
、
新
町
町
屋
方
面
か
ら
の

敵
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
二
条

の
空
堀
と
土
塁
が
、
山
裾
か
ら

四
阿
屋
川
ま
で
長
さ
お
よ
そ
六

百
五
十
ｍ
に
わ
た
っ
て
造
ら
れ

て
い
ま
す
。

堀
と
土
塁
は
幅
三
・
五
〜
五

ｍ
、
深
さ
五
ｍ
に
及
ぶ
大
規
模

な
も
の
で
、
一
度
堀
に
落
ち
た

ら
絶
対
出
ら
れ
な
い
と
い
う
厳

重
な
も
の
で
す
。
ま
た
、
尾
根

の
頂
上
に
は
廻
り
全
体
を
堀
で

囲
ま
れ
た
主
郭
（
本
丸
）
が
あ

り
、
戦
闘
指
令
所

と
い
う
ふ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
葛
籠
城
一

帯
は
現
在
杉
や
雑

木
の
林
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
樹
木
を
縫
っ
て

走
る
空
堀
や
土
塁

の
様
子
は
壮
観
で

あ
り
、
島
津
勢
が

攻
め
て
き
た
時
に

は
防
備
の
第
一
線

と
し
て
激
し
い
戦
い
が
あ
っ
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

現
在
こ
の
葛
籠
城
は
そ
の
規

模
の
大
き
さ
か
ら
、
日
本
を
代

表
す
る
防
塁
型
の
城
郭
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

史上初の単独２位

人
参
、
沈
香

（
じ
ん
こ
う
）、
麝

香
（
じ
ゃ
こ
う
）

に
熊
胆
（
ゆ
う
た

ん
）、
焼
金
箔
…
五
種
の
原
料

で
作
ら
れ
る
「
奇
応
丸
」。
小

児
の
薬
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る

こ
の
薬
の
歴
史
は
古
く
、
室
町

時
代
ま
で
遡
り

ま
す
。

や
が
て
そ
れ

は
、
気
付
や
胃

腸
の
薬
と
し
て

全
国
で
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、

も
ち
ろ
ん
田
代

で
も
作
ら
れ
ま

し
た
。

田
代
の
奇
応
丸
は
「
朝
鮮
名

方
（
ち
ょ
う
せ
ん
め
い
ほ
う
）」

と
い
う
冠
を
得
て
各
地
に
広
め

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
田
代
が

朝
鮮
貿
易
を
担
う
対
馬
藩
領
で

あ
る
と
い
う
事
実
あ
っ
て
こ
そ

の
宣
伝
文
句
。
当
時
、
万
病
の

薬
の
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
た

「
朝
鮮
人
参
」
を
連
想
さ
せ
、

よ
そ
の
も
の
と
は
違
う
と
思
わ

せ
る
た
め
で
す
。
そ
し
て
、
幕

府
か
ら
朝
鮮
と
の
貿
易
を
任
さ

れ
た
対
馬
藩
の
民
と
し
て
の
誇

り
で
も
あ
り
ま
し
た
。

掲
げ
た
看
板
に
書
か
れ
た
そ

の
名
に
、
人
々
は
胸
を
震
わ
せ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
売
薬
を
営

む
喜
び
…
そ
れ
は
焼
金
箔
の
黄

金
色
よ
り
も
ま
ば
ゆ
く
胸
の
う

ち
に
輝
い
て
い
た
は
ず
で
す
。

日本を代表する防塁型の城郭と言われる、葛
籠城跡

ゴールを決めチームメートに祝福を受
ける高林佑樹選手（写真右から三番目）



県
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
振
興
協
議

会
で
は
、
３
月
５
日
の
Ｊ
２
開

幕
戦
に
引
き
続
き
、
第
16
節

「
サ
ガ
ン
鳥
栖
対
ザ
ス
パ
草
津
」

に
市
民
の
皆
さ
ん
を
無
料
招
待

し
ま
す
。

開
幕
戦
で
は
、
ホ
ー
ム
公
式

戦
、
過
去
最
多
の
１
万
３
０
３

９
人
の
観
客
動
員
を
記
録
。
今

度
こ
そ
は
、
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム

を
満
員
の
観
客
で
埋
め
尽
く

し
、
松
本
育
夫
監
督
の
下
、
Ｊ

１
昇
格
に
向
け
て
奮
闘
を
続
け

る
サ
ガ
ン
鳥
栖
へ
熱
い
声
援
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

観
戦
を
希
望
す
る
人
は
、
全

世
帯
へ
配
布
し
た
所
定
の
申
込

用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
６
月
６
日
（
月
）
か
ら
同

10
日
（
金
）
ま
で
に
総
合
政
策

課
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
は
一
人
１
枚
限
り
（
同

一
世
帯
の
場
合
は
一
緒
に
申
し

込
み
で
き
ま
す
）。
席
は
メ
イ

ン
・
バ
ッ
ク
両
ス
タ
ン
ド
３
階

席
、
サ
イ
ド
ス
タ
ン
ド
の
み
と

な
り
ま
す
。
チ
ケ
ッ
ト
は
そ
の

場
で
渡
し
ま
す
。

試
合
開
催
日
●
６
月
11
日
（
土
）

午
後
２
時
〜

試
合
会
場
●
鳥
栖
ス
タ
ジ
ア
ム

問
い
合
わ
せ
●
同
課
（
1
85
・

３
５
１
１
）

鳥
栖
市
な
ど
で
は
「
フ
ッ
ペ

ル
平
和
祈
念
第
11
回
鳥
栖
ピ
ア

ノ
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
出
場
者
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

今
回
か
ら
新
た
に
コ
ン
チ
ェ

ル
ト
コ
ー
ス
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
同
コ
ー
ス
お
よ
び

ス
テ
ッ
プ
コ
ー
ス
は
年
齢
制
限

が
あ
り
ま
せ
ん
。

部
門
（
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
）
●
Ａ
＝

幼
児
▽
Ｂ
＝
小
学
１
・
２
年
生

▽
Ｃ
＝
小
学
３
・
４
年
生
▽

Ｄ
＝
小
学
５
・
６
年
生
▽
Ｅ
＝

中
学
生
▽
Ｆ
＝
高
校
生
▽
Ｇ
＝

大
学
生
・
一
般

予
選
・
審
査
●
ス
テ
ッ
プ
コ
ー

ス
＝
８
月
21
日
（
日
）
▽
コ
ン

チ
ェ
ル
ト
コ
ー
ス
（
１
次
）
＝

８
月
27
日
（
土
）
▽
同
（
２
次
）

＝
10
月
８
日
▽
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
コ

ー
ス
＝
８
月
26
日
（
金
）
か
ら

同
28
日
（
日
）
ま
で
。
会
場
は

い
ず
れ
も
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

申
込
期
間
●
６
月
23
日
（
木
）

か
ら
同
30
日
（
木
）。
※

ス
テ
ッ
プ
コ
ー
ス
は
７

月
14
日
か
ら
同
21
日
ま

で申
込
先
●
鳥
栖
ピ
ア
ノ

コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員

会
事
務
局
（
〒
８
４
１

｜
０
０
５
３
鳥
栖
市
布

津
原
町
88
番
地
1
83
・

７
０
６
２
）
へ

そ
の
他
●
募
集
要
項
・

申
込
用
紙
の
請
求
は
１

４
０
円
切
手
を
同
封
の

上
、
市
民
文
化
会
館

（
1
85
・
３
６
４
５
）
ま
た
は

同
実
行
委
員
会
事
務
局
へ

３月５日のＪ２開幕戦


